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令和元年度下半期財政状況をお知らせします

問合先　財政課財政担当

一般会計

特別会計
会計名 予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

国民健康保険 69億1167万円 67億7246万円 98.0 66億9838万円 96.9

後期高齢者医療 7億7789万円 7億7533万円 99.7 7億4153万円 95.3 

介護保険 45億9914万円 41億4604万円 90.2 36億4549万円 79.3

一本松土地区画整理事業 1億9716万円 1億9716万円 100.0 1億5479万円 78.5

若葉駅西口土地区画整理事業 3億8019万円 2億7143万円 71.4 3億2043万円 84.3

0 50 100

歳   入
収入済額  218億9951万円

（収入率95.0%）

歳   出
支出済額  204億7610万円

（執行率88.9%）

予 算 額
230億4232万円

0（億円） （億円）50100

94億  82万円
87億1905万円（92.7％） 

99億2065万円
100億2420万円（101.0％）

53億9417万円
47億7308万円（88.5％）

14億5824万円
16億1341万円（110.6％）  

11億3000万円
11億3185万円（100.2％）

18億2294万円
10億2414万円（56.2％）

8億2699万円
8億2699万円（100.0%）

1億9618万円
1億8300万円（93.3％） 

22億9315万円
23億2284万円（101.3％）

33億4531万円
30億6302万円（91.6％）

30億4296万円
23億1252万円（76.0％） 

25億  120万円
18億1516万円（72.6％） 

15億2221万円
15億1941万円（99.8％） 

13億5218万円
12億7629万円（94.4％） 

10億8217万円
10億7527万円（99.4％）

 7億9547万円
6億9538万円（87.4％）

予算額（上段）　　　  収入済額（下段） 予算額（上段）　　　  支出済額（下段）

市 税
（市民税、固定資産税）  などの税収入

繰 越 金
（前年度から　   ）  繰り越し

そ の 他
（地方譲与税、     ）  繰入金など

国県支出金
（特定事業のため）  国・県が支出

地方交付税
（市の財政状況に    ）  応じて国から交付

市 債
（大きな事業などを ）  行うための借入金

地方消費税交付金
（県の地方消費税）  収入から交付

分担金及び負担金
（特定事業の       ）  受益者が負担

民 生 費
（福祉全般）

衛 生 費
（安全で               ）  衛生的な生活

そ の 他
（議会費、労働費、                  ）  農林水産業費、商工費など 

総 務 費
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（教育全般）

公 債 費
（市債返済）

消 防 費
（消防や災害対策）

　
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

毎
年
２
回
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
元
年
度
上
半
期

（
４
月
〜
９
月
）の
収
支
状
況
に
下

半
期（
10
月
〜
３
月
）の
状
況
を
加

え
た
数
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
公

表
し
た
数
値
は
令
和
２
年
３
月
31

日
現
在
の
も
の
で
す
）。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
の
一
般
会 

計
当
初
予
算
額
は
２
１
５
億
４
０ 

０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
に
15
億
２ 

３
２
万
円
を
追
加
し
、
最
終
予
算

額
２
３
０
億
４
２
３
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
会
計
で
は
５
月
末

日
ま
で
が
現
金
の
収
入
・
支
出
を

整
理
す
る
期
間
で
す
の
で
、
今
回

公
表
す
る
額
は
決
算
額
と
は
異
な

り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
決
算
額
は
市
議
会

で
の
決
算
認
定
後
、
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
　
各
数
値
の
万
円
未
満
は
四
捨

五
入
の
上
、
端
数
処
理
し
て
い
ま

す 
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市政情報

6月23日から29日までは「男女共同参画週間」です

問合先　女性センター☎︎287・4755

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
個
性
と
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
実
現
に
は
、
根
強
く
残
る
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

（｢

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭｣

と
い
う

考
え
方
）を
解
消
す
る
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

　
男
女
共
同
参
画
は
女
性
の
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
男
性
に
と
っ

て
も
大
切
な
問
題
で
す
。

　
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性

の
役
割
や
生
き
方
ま
で
も
決
め
つ
け

て
し
ま
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、｢

男
は
強
く
な
く
て
は｣

、

｢

男
は
弱
音
を
吐
い
ち
ゃ
い
け
な
い｣

と
思
う
あ
ま
り
、
一
人
で
悩
み
や
責

任
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
こ
と
は
、

女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
に
と
っ
て

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　
平
成
30
年
５
月
、｢

政
治
分
野
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
法
律｣

が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
衆
議
院
、

参
議
院
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
選

挙
に
お
い
て
、
男
女
の
候
補
者
の
数

が
で
き
る
限
り
均
等
と
な
る
こ
と

が
、
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
女
性
議
員
の
割
合

は
、
衆
議
院
で
９・
９
％
、
参
議
院

で
22
・
９
％（
令
和
２
年
１
月
時
点
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。地
方
議
会
で
は
、

埼
玉
県
議
会
で
15
・
１
％（
令
和
元

年
５
月
時
点
）、
鶴
ヶ
島
市
で
22
・

２
％（
令
和
元
年
５
月
時
点
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
政
治
分
野
に
お
い
て
女

性
が
活
躍
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要

で
す
。
男
性
議
員
と
女
性
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
半
数
ず
つ
い
る
こ
と
で
、
両

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
、
今
よ
り

も
的
確
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
世
界
１
９
６
の
国
と
地
域
の
う

ち
、
１
１
８
の
国
と
地
域
で
は
、
性

別
に
よ
る
ク
オ
ー
タ
制
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
男
性
議
員
と
女
性
議
員
の

割
合
を
均
等
に
す
る
こ
と
を
実
現
し

た
り
、
ま
た
、
近
づ
け
る
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

　
ク
オ
ー
タ
制
と
は
、
積
極
的
格
差

是
正
措
置
の
ひ
と
つ
で
、
政
治
分
野

で
の
男
女
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め

に
性
別
を
基
準
に
一
定
の
人
び
と
や

比
率
を
割
り
当
て
る
方
策
で
す
。

社
会
全
体
が
目
指
す
こ
と

　
今
か
ら
約
20
年
前
に
施
行
さ
れ
た

｢
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法｣

に

は
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、

｢

二
十
一
世
紀
の
我
が
国
社
会
を
決

定
す
る
最
重
要
課
題｣

と
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
昔
な
が
ら

の
社
会
制
度
や
慣
行
が
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
活

躍
で
き
る
環
境
の
整
備
は
、
社
会
全

体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、｢

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）｣

や｢

セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
・

ハ
ラ
）｣

な
ど
の
人
権
侵
害
を
な
く

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こんなことはありませんか？
身近な例で考えてみましょう

【職場で】
○男性が育児休業を取ること
は恥ずかしい？昇進に響く？育
児休業を取りたくても、うちの
職場は言い出せる雰囲気じゃな
いんだ。
○最近、チーフを任された私。
でも、子どもの病気で仕事を休
んだら、｢だから女性は･･･｣ と
言われてしまいそう。
○責任者や管理職は男性の方
が向いているの？頼りになるあ
の女性が上司だったらいいのに
な。

【家庭や地域で】
○家事、育児、介護は女性だけ
の役割なの？私だって外で働い
ているし、夫と分担すれば、も
っと効率がいいのだけれど･･･。
○自治会の行事に夫の名前で妻
が参加しているけれども、地域
の付き合いは女性の役割なの？
○僕は将来子どもが3人ほし
い。でも、今の収入じゃ家族を
養えない。だから、なかなか結
婚に踏み切れないんだ･･･。
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6月23日から29日までは「男女共同参画週間」です

問合先　女性センター☎︎287・4755
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市民アンケート調査にご協力ください

問合先　健康長寿課健康増進担当

６月は環境月間です

問合先　生活環境課環境保全担当

　
市
で
は
、
第
２
次
鶴
ヶ
島
市
健

康
づ
く
り
計
画
・
食
育
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
本
計
画
の
後
期
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
無
記
名
で
回
答
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

結
果
は
後
期
計
画
策
定
の
基
礎
資

料
と
し
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
施

策
に
活
か
し
ま
す
。

　
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
や
他

の
用
途
に
使
用
す
る
な
ど
の
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日

に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ

た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記

念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
で
は
、
６
月
の
１
か
月
間
を

「
環
境
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
月
間
で
は
、
毎
年
、
環
境

対
象
　
市
内
在
住
の
15
歳
以
上
の

方
か
ら
２
０
０
０
人
を
無
作
為
に

抽
出

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮ 

方
法
　
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

詳細はこちら

問
題
の
啓
発
展
示
や
市
民
環
境
団

体
が
主
体
の
市
民
環
境
ま
つ
り
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
に
よ
り
、
実

施
を
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
美
し
い
地
球
を
守
る
こ
と
は
、

住
み
よ
い
鶴
ヶ
島
の
環
境
を
守
る

こ
と
に
繋
が
り
、
皆
さ
ん
の
心
地

良
い
生
活
環
境
を
築
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
環
境
月
間
を
機
に
、
改

め
て
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

児童手当「現況届」の手続きはお早めに

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
６
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
届
は
令
和
元
年
分
の
所
得

お
よ
び
６
月
１
日
現
在
の
世
帯
の

状
況
を
確
認
し
、
６
月
以
降
引
き

続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届
に
必

要
な
書
類
は
、
６
月
上
旬
に
児
童

手
当
受
給
中
の
方
へ
郵
送
し
ま

す
。

提
出
書
類

①
児
童
手
当
現
況
届（
全
受
給
者
）

②
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー

※
　
児
童
と
別
居
し
て
い
る
方
、

実
子
で
は
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
は
、
他
に
必
要
な
書
類

を
同
封
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
提

出
く
だ
さ
い

提
出
方
法
　
必
要
書
類
を
、
同
封

の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）で
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
６
月
30
日
㈫
必
着

農業委員会委員の任命

問合先　人事課人事担当

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
委
員
９
人
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

任
期
　
令
和
２
年
４
月
30
日
〜
令

和
５
年
４
月
29
日

委すど
う員

須

良よ
し
は
る春

さ
ん
　
　

滝た
き
し
ま島

光み
つ
お雄

さ
ん

長は
せ
が
わ
谷
川
正ま
さ
ひ
ろ博
さ
ん

比ひ

る

ま
留
間
正ま
さ
み
ち道
さ
ん

内う
ち
の野
正ま
さ
こ子
さ
ん

岡お
か
の野
と
し
子こ

さ
ん

川か
わ
な
べ鍋
昭あ
き
と人
さ
ん

町ま
ち
だ田

弘ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん

小お
が
わ川

佐さ

ち

え
智
恵
さ
ん

扶養親族等
の数

所得制限
限度額

（令和元年分）

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

4人 774万円

◆扶養人数は、令和元
年分所得申告の際の人
数です
◆扶養親族が 5人以上
の場合、1人につき 38
万円ずつ限度額を加算
します
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市政情報

全国一斉の緊急地震速報訓練を行います

問合先　安心安全推進課防災担当

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
全

国
一
斉
の
緊
急
地
震
速
報
訓
練
を

行
い
ま
す
。

訓
練
用
緊
急
地
震
速
報
の
放
送

日
時
　
６
月
17
日
㈬
　
10
時
頃

放
送
内
容
　「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

ち
ら
は
、防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム

音
）　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震

で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓

練
放
送
で
す
。（
く
り
返
し
３
回
）

こ
ち
ら
は
防
災
つ
る
が
し
ま
で

す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
。（
チ
ャ
イ
ム
音
）」

※
　
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

は
、
実
際
の
緊
急
地
震
速
報
と
同

じ
警
報
音
が
流
れ
ま
す

※
　
放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の

身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま
し

ょ
う

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
　
放
送
が
流
れ
る
と
、
防
災
ラ

ジ
オ
か
ら
も
放
送
が
流
れ
ま
す

防災行政無線デジタル化の工事が始まります

問合先　安心安全推進課防災担当

今
年
度
の
工
事
内
容
に
つ
い
て

　
表
の
と
お
り
、
子
局（
ス
ピ
ー

カ
ー
付
き
鉄
塔
）25
局
の
防
災
行

政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事

を
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

順
次
開
始
し
ま
す
。
子
局
１
か
所

の
工
事
期
間
は
、
３
日
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
な
整
備 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
施
工
会
社
の
準

備
が
整
い
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

工
事
期
間
中
の
お
願
い

　
工
事
期
間
中
は
作
業
中
の
子
局

か
ら
は
放
送
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

作
業
中
は
、
周
辺
へ
の
安
全
管
理

に
は
十
分
配
慮
を
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

放
送
内
容
の
確
認
に
つ
い
て

◆
防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
放
送
さ
れ
た
内
容
を
音
声
に
よ

り
確
認
で
き
ま
す
。

☎
２
７
１
・
１
７
１
７
（
有
料
）

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
た

内
容
の
確
認
が
で
き
ま
す
。
休
日

な
ど
は
放
送
内
容
の
反
映
ま
で
に

多
少
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

整備工事実施子局一覧表
　 子 局 名 称 所 在 地
1 下新田第二自治会公園 下新田 580-1
2 自転車保管場所 脚折 1513-2
3 鶴ヶ島市運動公園 太田ヶ谷 201-8
4 学校給食センター 太田ヶ谷 79
5 大橋児童公園 南町 2-1
6 鶴ヶ島商工会館 鶴ヶ丘 855-1
7 旧鶴ヶ島東部保育所 鶴ヶ丘 306-1
8 藤中学校 藤金 272-1
9 鶴ヶ島文化会館 鶴ヶ丘 28-4

10 上広谷中央公民館 上広谷 603-1
11 上広谷東公園 上広谷 1-55
12 東市民センター 五味ヶ谷 202
13 富士見ハイツ公園 五味ヶ谷 541-23
14 富士見南児童公園 富士見 1-23
15 富士見緑地帯 富士見 3-2
16 富士見中央近隣公園 富士見 4-1
17 旧庁舎 脚折 1562-1
18 上新田前山集会所 上新田 541-3
19 西中学校 下新田 269-1
20 北市民センター 脚折 2171-1
21 脚折近隣公園 脚折町 2-24
22 上広谷大谷川 上広谷 412-2

23 旧若葉駅西口土地区画
整理事務所

藤金 848-4

24 杉下小学校 五味ヶ谷 251

25 コープみらいコープデリ
坂戸センター南

中新田 108

◆
つ
る
が
し
ま
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る

こ
と
で
、
災
害
や
犯
罪
な
ど
の
情

報
を
受
信
で
き
ま
す（
見
守
り
放

送
、
夕
焼
け
放
送
な
ど
は
除
き
ま

す
）。

防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
終
了
に

つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
防
災
ラ
ジ
オ
は

令
和
３
年
３
月（
予
定
）の
工
事
完

了
に
伴
い
防
災
放
送
が
受
信
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
放
送
終
了
日
時

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進

行
状
況
を
踏
ま
え
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
／
Ａ
Ｍ
放
送
の

受
信
や
、
懐
中
電
灯
と
し
て
の
使

用
は
引
き
続
き
可
能
で
す
の
で
、

非
常
時
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
工
事
完
了
ま
で
に
防
災

放
送
の
内
容
を
受
信
で
き
る
登
録

制
メ
ー
ル
の
整
備
や
、
防
災
放
送

を
確
認
で
き
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
整

備
が
整
い
次
第
、
あ
わ
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

HP

ツイッター

フェイスブック

メルマガ
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テ
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と
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ま
す

防災行政無線デジタル化の工事が始まります

問合先　安心安全推進課防災担当

今
年
度
の
工
事
内
容
に
つ
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て

　
表
の
と
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り
、
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局（
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カ
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塔
）25
局
の
防
災
行

政
無
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ら
10
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に
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て
、
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１
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所

の
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日
程
度
を
予

定
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て
い
ま
す
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工
会
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の
準
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が
整
い
次
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、
市
ホ
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ム
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ー
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し
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す
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工
事
期
間
中
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い

　
工
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間
中
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作
業
中
の
子
局

か
ら
は
放
送
で
き
ま
せ
ん
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た
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作
業
中
は
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の
安
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に
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7 旧鶴ヶ島東部保育所 鶴ヶ丘 306-1
8 藤中学校 藤金 272-1
9 鶴ヶ島文化会館 鶴ヶ丘 28-4

10 上広谷中央公民館 上広谷 603-1
11 上広谷東公園 上広谷 1-55
12 東市民センター 五味ヶ谷 202
13 富士見ハイツ公園 五味ヶ谷 541-23
14 富士見南児童公園 富士見 1-23
15 富士見緑地帯 富士見 3-2
16 富士見中央近隣公園 富士見 4-1
17 旧庁舎 脚折 1562-1
18 上新田前山集会所 上新田 541-3
19 西中学校 下新田 269-1
20 北市民センター 脚折 2171-1
21 脚折近隣公園 脚折町 2-24
22 上広谷大谷川 上広谷 412-2

23 旧若葉駅西口土地区画
整理事務所

藤金 848-4

24 杉下小学校 五味ヶ谷 251

25 コープみらいコープデリ
坂戸センター南

中新田 108

◆
つ
る
が
し
ま
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る

こ
と
で
、
災
害
や
犯
罪
な
ど
の
情

報
を
受
信
で
き
ま
す（
見
守
り
放

送
、
夕
焼
け
放
送
な
ど
は
除
き
ま

す
）。

防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
終
了
に

つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
防
災
ラ
ジ
オ
は

令
和
３
年
３
月（
予
定
）の
工
事
完

了
に
伴
い
防
災
放
送
が
受
信
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
放
送
終
了
日
時

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進

行
状
況
を
踏
ま
え
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
／
Ａ
Ｍ
放
送
の

受
信
や
、
懐
中
電
灯
と
し
て
の
使

用
は
引
き
続
き
可
能
で
す
の
で
、

非
常
時
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
工
事
完
了
ま
で
に
防
災

放
送
の
内
容
を
受
信
で
き
る
登
録

制
メ
ー
ル
の
整
備
や
、
防
災
放
送

を
確
認
で
き
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
整

備
が
整
い
次
第
、
あ
わ
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

HP

ツイッター
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